
差別なく働ける職場づくりを行います

【具体的な取り組み】

地域社会との共存共栄を目指します

【具体的な取り組み】

・地域特産品の製造販売、地元食材を積極的に使用

福祉サービスの向上を求め続けます

【具体的な取り組み】

・虐待防止委員会、リスクマネジメント委員会の設置、定例的開催

地域の自然環境に配慮した経営を行います

【具体的な取り組み】

・環境問題についての取組について当社HPで情報発信・電気自動車の導入

・高齢者住宅への除雪ボランティア実施

・独居高齢者への配食サービス

・学校への出前授業実施

・学生、地元住民に対する職場体験の実施 ・地元人材の積極採用、高齢者の延長雇用制度

・環境問題に対する教育への取組

・利用者や取引先情報の厳正な管理

・苦情解決委員会の設置、開催によるサービス改善

・職制に応じた各種研修体制

・ペットボトル、空き缶の分別回収

・全施設の照明のLED化

・出産、育児、介護休暇の取得推奨

・勤怠管理システムによる適切な労務管理

・働き方改革に対応した同一労働、同一賃金への取組

・定期健康診断実施、ストレスチェックによるメンタルヘルスケアの実施

・冷暖房の温度管理によるCO2排出量削減への取組

社会福祉法人 黒松内つくし園 SDGs宣言
当法人は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、

持続可能な社会の実現に向けた積極的な取り組みを行ってまいります。

法人が運営する全ての施設が位置する地域の環境に配慮した経営に努めてまいります。

次世代へ豊かな自然環境を繋いで行くため役職員に対し環境保全の啓蒙活動を行い、

積極的に貢献してまいります。

すべての役職員が働きやすさを実感し、その家族も心身ともに健康で過ごせるよう職場環境の

整備に積極的に取り組んでまいります。

法人が運営する全ての施設で地域に根差した福祉サービスを提供し、地域と協力しながら

安心して暮らせる社会づくりに努め、地域活性化を目指してまいります。

利用者とその家族に安心・安全を感じて頂くためにガバナンス・コンプライアンス体制を整え、

すべての利用者が笑顔で生活できる福祉サービスの向上に取り組んでまいります。

 SDGｓとは
SDGsとは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称で、2015年9月に国連で採

択された2030年までの国際目標。「地球上の誰一人取り残さない」をスローガンに、持続可能な社会の実現を目指

しており、経済・社会・環境などの分野で17の目標と169のターゲットで構成されています。

・災害時の事業継続計画の策定

・コンプライアンス教育の実施

2022年5月20日

理事長　大代　貴輝

社会福祉法人　黒松内つくし園

・多様な人材への取組（性別を問わない採用及び人事評価、雇用環境整備士の配置、外国籍職員の受入）

・北海道働き方改革推進企業認定取得

・女性活躍推進法に基づく管理職への女性登用

SDGsの達成に向けた取組


